新温泉町浜坂味原川周辺地区歴史的景観形成地区自己評価書（指定地区全域）
(1)地区の目標

・豊かな自然景観を生かす。
・味原川がつくる景観を生かす。
・地域の歴史・文化に配慮する。
・地域の生活文化を大切にする。
(2)項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	規模・高さ
	味原川沿いの遊歩道から見て、市街地を囲む山並みなどの自然景観要素を遮らないように努める。
	
	

	
	
	階数は２階建て以下を基本とする。
	
	

	
	
	３階以上とする場合は、２階の屋根高さまで下屋を設けるなど、周囲の景観やまちなみの連続性に調和させるよう努める。
	
	

	
	屋根

	落ち着いた和風の意匠を基本とし、まちなみ景観の連続性に配慮する。
	
	

	
	
	切妻平入り、入母屋平入りの勾配屋根を原則とする。
	
	

	
	
	仕上げは鉄砂瓦・来待瓦・いぶし瓦を使用するように努める。その他の仕上げとする場合の基調となる色彩は、黒、灰色系又は茶系とする。

1 色相が５Ｒから５Ｙまで、明度５以下かつ彩度８以下とする。

2 無彩色は、明度５以下とする。
	
	

	
	外壁
	材料は、木材・土壌・石材・漆喰・竹などの自然系の素材を用いるよう努める。また、木材で仕上げる場合は、下見板張りとすることが望ましい。
	
	

	
	
	自然系の素材としない場合の基調となる色彩は、灰色系または茶系とする。

1 色相は５Ｒから10Ｙまで、または５Ｂから５ＰＢまでとする。

2 色相が５Ｒから10Ｙまでの場合は、明度３以上かつ彩度７以下とする。

3 色相が５Ｂから５ＰＢまでの場合は、明度７以上かつ彩度２以下とする。

4 無彩色は明度３以上とする。
	
	

	
	建具
	色彩は、黒、茶系または外壁と同一色とするよう努める。
	
	

	
	
	現存する格子戸等伝統的様式の建具については、可能な限り保存するよう努める。
	
	

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	外構
	塀を設ける場合は、木材・土壁・石材・漆喰・竹などの自然系の素材を用いるよう努める。
	
	

	
	
	味原川に面する物干し台、物置、自然系の素材を用いていない外壁等については、生垣、板塀などの川の景観に配慮した目隠しを設けるよう努める。
	
	

	
	
	味原川沿いの遊歩道から見える部分については、生垣、壁面緑化などにより緑化に努める。また、現存する古木については、可能な限り保存するよう努める。
	
	

	
	建築
設備

	建築設備、配管等は露出しないように努める。やむを得ず露出する場合にあっては、目隠しを設ける。
	
	

	
	掲出物
	看板を設ける場合は、自家用広告物のみとし、自然系の素材を用いるように努める。
	
	

	
	その他
	味原川沿いにおける照明については、ホタルの生息環境に配慮して設置するよう努める。
	
	

	
	
	水質保全に配慮して、味原川に生活排水を放流しないよう努める。
	
	

	工作物
	周囲に与える突出感や違和感を軽減するような意匠とする。
	
	

	
	基調となる色は、落ち着いた色彩とし、周囲の景観との調和に努める。
	
	

	
	味原川に面した擁壁は、自然石の石垣とするよう努める。やむを得ず自然石を用いない場合にあっては、自然石を模した仕上げとするよう努める。
	
	

	
	味原川に架かる橋は、自然系の素材または自然系の素材を模した仕上げとするよう努める。
	
	

	自動販売機
	位置
	道路からできるだけ後退した位置とし、隣接する建築物の壁面線から突出しないように努める。
	
	

	
	意匠
	企業名、商品名等広告面を極力控えるなど周辺景観との調和に配慮する。
	
	

	
	色彩
	基調となる色彩は、茶または焦げ茶とする。その他の色彩を用いる場合は、木製格子等により目隠しを設置するよう努める。
	
	

	
	その他設置方法
	複数機設置する場合は、乱雑とならないよう配置するものとする。
	
	


